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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 21,656 3.2 1,047 △13.2 1,205 △19.7 782 △9.4
26年3月期第2四半期 20,977 12.2 1,207 656.8 1,501 ― 863 ―

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 1,214百万円 （△43.6％） 26年3月期第2四半期 2,155百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 16.62 ―
26年3月期第2四半期 18.35 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第2四半期 54,706 23,372 34.4 399.44
26年3月期 54,601 22,711 33.3 386.50
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 18,801百万円 26年3月期 18,192百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 0.00 ― 6.00 6.00
27年3月期 ― 0.00
27年3月期（予想） ― 5.00 5.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 44,100 2.8 2,100 △13.8 2,300 △22.2 1,200 △25.7 25.49



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表のレビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、［添付
資料］３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報」（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明をご覧ください。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 47,171,006 株 26年3月期 47,171,006 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 101,814 株 26年3月期 101,050 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 47,069,680 株 26年3月期2Q 47,070,585 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く環境は、海外においては、米国経済の回復基調が続

いているものの、ウクライナや中東における政情不安、新興国経済の成長鈍化などにより、先行き不透明な状況が

続きました。国内においては、消費税増税後の個人消費の落ち込みが見られるものの、政府・日銀の経済・金融政

策や円安傾向を背景として緩やかな回復基調で推移いたしました。

このような状況のもと、当社グループにおきましては、国内では、完成車メーカーの海外生産移管の影響等によ

り、厳しい受注状況となりましたが、アセアン、インド、欧州において、為替の円安効果もあり、二輪車用チェー

ンの補修市場向けの受注を中心に好調に推移いたしました。また、インドにおいて二輪車用チェーンの一貫生産、

米国において四輪車用チェーンの組立生産の本格稼動を進めるなど、更なるグローバル展開の推進に努めてまいり

ました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、21,656百万円（前年同期比3.2％増）、営業利益は1,047百万

円（前年同期比13.2％減）、経常利益は1,205百万円（前年同期比19.7％減）、四半期純利益は782百万円（前年同

期比9.4％減）となりました。

セグメント別の概況は次のとおりであります。

①日本

二輪車用チェーンについては、補修市場向けの受注が好調に推移するとともに、為替の円安効果もあり、前年同

期を上回りました。四輪車用チェーン等については、完成車メーカーの海外生産移管の影響等により、受注が低調

であったことから、前年同期を下回りました。コンベヤ関連については、大型案件の受注が乏しく前年同期を下回

りました。一方、産業機械用チェーン等については、国内景気の回復基調を背景に、補修向けの受注が堅調に推移

したことから、前年同期を上回りました。

その結果、売上高は12,241百万円（前年同期比1.2％減）となりました。

②アジア

二輪車用チェーンについては、アセアン諸国において補修市場向けを中心に受注が順調に推移するとともに、イ

ンドにおいても着実に受注が増加したことから、前年同期を上回りました。四輪車用チェーンについては、インド

ネシア、中国を中心に受注が好調であったことから、前年同期を上回りました。コンベヤ関連についても、タイを

中心に受注が好調であったことから前年同期を上回りました。

その結果、売上高は5,771百万円（前年同期比13.0％増）となりました。

③北米

二輪車用チェーンについては、北米での二輪車市場の景況は依然厳しく、受注が低調であったことから、前年同

期を下回りました。一方、産業機械用チェーンについては、北米での緩やかな景気回復に伴い受注が堅調に推移し

たことから、前年同期を上回りました。

その結果、売上高は1,248百万円（前年同期比0.6％増）となりました。

④南米

二輪車用チェーンについては、補修市場向けの受注が順調であったことから、前年同期を上回りました。

その結果、売上高は1,664百万円（前年同期比0.7％増）となりました。

⑤欧州

二輪車用チェーンについては、補修市場向けにおいて西欧と北欧での販売活動強化の結果、受注が好調であった

ことから、前年同期を上回りました。また、完成車メーカー向けにおいても、欧州系メ－カ－からの受注が順調で

あったことから、前年同期を上回りました。

その結果、売上高は731百万円（前年同期比24.2％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末と比べ、現金及び預金が1,436百万円減少したもの

の、受取手形及び売掛金が492百万円、仕掛品が113百万円、建設仮勘定が285百万円、投資有価証券が710百万円増

加したことなどにより105百万円増加し、54,706百万円となりました。負債につきましては、前連結会計年度末と

比べ、繰延税金負債が201百万円増加したものの、支払手形及び買掛金が634百万円、借入金が249百万円減少した

ことなどにより556百万円減少し、31,333百万円となりました。純資産につきましては、前連結会計年度末と比

べ、為替換算調整勘定が161百万円減少したものの、利益剰余金が356百万円、その他有価証券評価差額金が407百

万円増加したことなどにより661百万円増加し、23,372百万円となりました。
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（３）キャッシュ・フローの状況に関する説明

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ

891百万円減少し、当第２四半期連結累計期間末には3,197百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は397百万円（前年同期は2,370百万円の獲得）となりました。これは主に、売上債

権が492百万円増加（前年同期は104百万円の増加）、仕入債務が653百万円減少（前年同期は200百万円の増加）、

たな卸資産が191百万円増加（前年同期は251百万円の減少）したものの、税金等調整前四半期純利益を1,257百万

円（前年同期は1,500百万円）、減価償却費を1,020百万円（前年同期は1,077百万円）計上したこと等によるもの

であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は427百万円（前年同期は910百万円の使用）となりました。これは主に、有形固定

資産の取得による支出1,016百万円（前年同期は911百万円の支出）、定期預金の払戻による収入550百万円等によ

るものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は735百万円（前年同期は197百万円の使用）となりました。これは主に、借入の返

済による支出（純減額）が233百万円（前年同期は92百万円の収入）、配当金の支払額282百万円（前年同期は138

百万円の支出）等によるものであります。

（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成26年５月14日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を、退職給付の支払見込期

間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が221百万円増加し、利益剰余金が143百万

円減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に

与える影響は、軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,351 3,914

受取手形及び売掛金 9,595 10,088

商品及び製品 3,127 3,153

仕掛品 2,204 2,318

原材料及び貯蔵品 2,295 2,347

繰延税金資産 390 433

その他 796 952

貸倒引当金 △39 △22

流動資産合計 23,722 23,184

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,347 5,180

機械装置及び運搬具（純額） 4,495 4,575

土地 3,082 3,051

リース資産（純額） 1,805 1,572

建設仮勘定 1,011 1,297

その他（純額） 799 737

有形固定資産合計 16,542 16,414

無形固定資産

のれん 212 175

ソフトウエア 132 133

その他 36 30

無形固定資産合計 381 339

投資その他の資産

投資有価証券 13,441 14,152

繰延税金資産 120 161

その他 348 412

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 13,908 14,724

固定資産合計 30,832 31,479

繰延資産

社債発行費 46 42

繰延資産合計 46 42

資産合計 54,601 54,706
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,994 4,360

短期借入金 6,556 6,587

リース債務 350 321

未払法人税等 253 223

賞与引当金 487 524

役員賞与引当金 33 －

製品保証引当金 41 34

その他 1,930 2,184

流動負債合計 14,648 14,235

固定負債

社債 4,500 4,500

長期借入金 7,241 6,961

リース債務 413 430

繰延税金負債 1,788 1,990

退職給付に係る負債 3,145 3,027

その他 152 188

固定負債合計 17,241 17,098

負債合計 31,889 31,333

純資産の部

株主資本

資本金 2,726 2,726

資本剰余金 2,060 2,060

利益剰余金 8,653 9,009

自己株式 △18 △18

株主資本合計 13,422 13,778

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,791 5,198

為替換算調整勘定 51 △110

退職給付に係る調整累計額 △72 △65

その他の包括利益累計額合計 4,770 5,022

少数株主持分 4,518 4,571

純資産合計 22,711 23,372

負債純資産合計 54,601 54,706
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

売上高 20,977 21,656

売上原価 16,524 17,118

売上総利益 4,453 4,537

販売費及び一般管理費 3,246 3,490

営業利益 1,207 1,047

営業外収益

受取利息 19 21

受取配当金 126 130

為替差益 142 42

持分法による投資利益 122 105

その他 109 45

営業外収益合計 522 345

営業外費用

支払利息 188 152

その他 39 34

営業外費用合計 227 187

経常利益 1,501 1,205

特別利益

固定資産売却益 8 76

特別利益合計 8 76

特別損失

固定資産売却損 － 2

固定資産除却損 1 22

リース資産除却損 7 －

特別損失合計 9 24

税金等調整前四半期純利益 1,500 1,257

法人税、住民税及び事業税 212 261

法人税等調整額 228 △25

法人税等合計 440 235

少数株主損益調整前四半期純利益 1,059 1,021

少数株主利益 195 239

四半期純利益 863 782
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,059 1,021

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 340 397

為替換算調整勘定 750 △222

退職給付に係る調整額 - 7

持分法適用会社に対する持分相当額 4 11

その他の包括利益合計 1,096 193

四半期包括利益 2,155 1,214

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,761 1,035

少数株主に係る四半期包括利益 394 179
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,500 1,257

減価償却費 1,077 1,020

退職給付引当金の増減額（△は減少） △170 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △339

受取利息及び受取配当金 △146 △152

持分法による投資損益（△は益） △122 △105

支払利息 188 152

有形固定資産売却損益（△は益） △8 △76

売上債権の増減額（△は増加） △104 △492

たな卸資産の増減額（△は増加） 251 △191

仕入債務の増減額（△は減少） 200 △653

その他 △136 239

小計 2,528 658

利息及び配当金の受取額 160 166

利息の支払額 △191 △154

法人税等の還付額 0 0

法人税等の支払額 △127 △273

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,370 397

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 － 550

有形固定資産の取得による支出 △911 △1,016

有形固定資産の売却による収入 8 96

投資有価証券の取得による支出 △20 －

その他 12 △57

投資活動によるキャッシュ・フロー △910 △427

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △434 218

長期借入れによる収入 2,154 204

長期借入金の返済による支出 △1,626 △656

セール・アンド・リースバックによる収入 130 95

配当金の支払額 △138 △282

少数株主への配当金の支払額 △85 △127

その他 △196 △187

財務活動によるキャッシュ・フロー △197 △735

現金及び現金同等物に係る換算差額 100 △125

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,362 △891

現金及び現金同等物の期首残高 2,732 4,088

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,095 3,197
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

日本 アジア 北米 南米 欧州 計

売上高

外部顧客への売上高 12,389 5,106 1,241 1,652 588 20,977 － 20,977

セグメント間の内部

売上高又は振替高
2,243 227 － － 3 2,475 (2,475) －

計 14,633 5,334 1,241 1,652 592 23,453 (2,475) 20,977

セグメント利益 969 227 46 0 14 1,258 (51) 1,207

（注）１．セグメント利益の調整額△51百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

日本 アジア 北米 南米 欧州 計

売上高

外部顧客への売上高 12,241 5,771 1,248 1,664 731 21,656 － 21,656

セグメント間の内部

売上高又は振替高
2,618 240 － － 6 2,864 (2,864) －

計 14,859 6,011 1,248 1,664 737 24,520 (2,864) 21,656

セグメント利益又は損

失（△）
767 361 △35 20 35 1,149 (101) 1,047

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△101百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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